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代表の三年を終えて
前橋工科大学 小林 龍彦

2006年度から 2008年度まての三年間、ＲＩＭＳ研究集会「数学史の研究」の代表
を務めさせていただいた。京都大学数理解析研究所における「数学史の研究」集会は、す
でに 10年の歴史を持つが その初心は、数学者と数学史家の研究交流と融合を果たすこ
とにあった。この 3年間で、そうした目的の一端でも実現できたかと、問われれば自信は
ない。しかし、敢えて言えば、数学史の研究に実学的な即物的成果を求めることに無理が
あり、そもそも有形にして現実の世界に誇示できるほどの簡単な研究ではない。
この 3年の間に、数学史の研究をめぐる動きとしては大きな出来事が二つあった。それ

は 2007年がオイラー（Ｌｅｏｎｈａｒｄ Ｅｕｌｅｒ,17071783）の生誕 300年であったし、20
08年が関孝和（？1708）の没後三百年という節目の年にあたっていたことである。斯様な
記念の年に「数学史の研究」の研究代表を務めていたことは全く奇縁という外はない。こ
うした節目が、現代の我々に、先人が何を残し、何を伝えようとしたのかを考える機会に
なることは言うまでもない。しかし、その際の「何を」を考えるにあって、現代の我々が
とのような判断基準を導入し、それに基づいてどう評価するかは、きわめて難しい問題で
ある・また、過去の事実を評価する際において、誇大的な吹聴主義は厳に慎まなければな
らない。そうした過去の事実以上に対する過剰な反応や歴史評価に、警鐘を鳴らし正しい
進路を指し示す役割を果たしたのがこの 3年間の「数学史の研究」集会であった、とも思
えるが、その意味での評価は数十年後に下されることになるのであろう。
この三年間の「数学史の研究」集会が盛会裏のうちに開催できた背景には 九州大学の

高瀬正仁先生ならひに四日市大学の小川東先生の助力が得られたことにある。特に、時と
して挫折しそうになった研究代表者を、学問に対する純真無垢な姿勢をもって、幾度とな
く励まし勇気づけてくれたことは研究集会を推進していく力となった。ここに記して両氏
の友情に厚く御礼申し上げたい。また、研究集会は代表者のみによって開催できるもので
はない。そこに集う研究者があって初めて成果を得ることができるのである。この間 フ
ランス、ギリンヤ、ベルギーからの参加者を得、また、国内からは新旧多彩な顔ぶれの研
究者を招齢することができ、最先端の成果を披託していただいた。このような「数学史の
研究」集会に集まった同好の氏に厚く御礼申し上げたい。文末ながら今後の諸氏の研究の
発展を期待して、筆を置くことにする。

平成 21年 1月 6日（火）
研究室にて

付記

本講究録では、昨年度の「数学史の研究」で講演をいただきながら、数理解析研究所講
究録 1583『数学史の研究』（2008年 2月）に掲載されなかった論文 2屯を収録し
ていることを付記しておく。
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研究代表 小林龍彦（前橋工科大学）
平成 20年 8月 4日～6日
会場農学研究科Ｗ 102教室

講演プログラム

8月 4日（月）
10 ＯＯ－ 11 ＯＯ
11 ＯＯｔ－ 12 ＯＯ

13 10－ 14 10

14 10－ 14 50

15 10・一 15 50
15 50－ 16 30
16 30－ 17 10

佐々木 力「マキァヴェノリと代数 近代西欧国家理性と数学」
イオーアニス ヴァノトラキス「ギリノヤの算術的推論のスタイル」

（昼食 1時間 10分）
アルプレヒト ヒーファー「西欧代数学展開における算法学派
（13001500）の役割」
三庸 伸夫「オマル ハイヤームの初期代数学害想」

（20分休憩）
野村 恒彦「チャールズ ハヘノノ℃ｙｐｈｅｒ Ｗｎｔｍｇ”について」
伊波 靖「ガウスの 4次剰余の理論について（1）」
尾崎 文秋「オイラーの変分法 1」

8月 5日（火）（関孝和特集）
0900～0930小川東「関孝和の数値計算について」
0930～1000竹之内 脩「球の体積、關孝和の方法」
10・ＯＯ・一 10 40 杉本 敏夫「関孝和は円周率を帆桁求めたか」

（20分休憩）
1100～1140 真島 秀行「関孝和の円周率の計算法についての注意」
1140～1210 長田 直樹「関孝和の円周率の計算」

（昼食 1時間 10分）
1320～1350小林 龍彦「関孝和の数学著作について」
13 50～14 20 小林 澄子「古代中国の九九について」
1420～1500 森本 光生「『算学啓蒙』の日本における受容」

（20分休憩）
15 20・一 15 50 小曽根 淳「幕末英国船作製「七尾港図」と加賀藩史料について」
1550～1620 藤井 康生「算法発揮について」
1620～1650 城地 茂「関孝和の社会的地位と和算」

（懇親会）

8月 6日（水）
09 ＯＯ・一〇 9 40
09 40一一 10 20

10 40・一 11 20
11 20・一 12 ＯＯ

13 10－ 13 50
13 50－ 14 50

15 10・一 15 50

15 50・一 16 40

16 40－ 17 20

鈴木 武雄「九州大学所蔵中国暦算書について」
公田蔵「藤澤利喜太郎の数学教育猿酒」

（20分休憩）
足立 恒雄「数概念について」
阿部 剛久「特異性の概念は近代数学へ如何に寄与したか（ＩＩＩ）一 2」

（昼食 1時間 10分）
林知宏「ニュートンの 1680年草稿「曲線の幾何学」について」
但馬 亨「18世紀における流体力学研究と弾道決定問題」

（20分休憩）
増田 茂「ｕｄＸ・一 ｖｄｙＦ ｗｄｚの厳密微分の渦度との出会い一ヘルムホルツ
論文後 150年」
小柴洋一ｒＧａｕｓｓ Ｄｉｓｑｕｌｓ血ｏｎｅｓ Ａｒｉｔｈｍｅｔｉｃａｅに見られる合同式
ａｘハ 3 ｂｙハ 3…≡ 1（ｍｏｄ ｐ）について」
高瀬 正仁「オイラーの数論とガウスの数論」
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